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	来年度に向けて！
	


	学校名
	広島県立高陽高等学校

	顧問名
	藤井一郎　　住田智明　　畑中一志

	部員数

22年1月22日

現在
	
	男
	女
	合計

	
	1年
	4
	2
	6

	
	2年
	0
	1
	1

	
	3年
	6
	0
	6

	大会参加記録
	地区大会
	5
	2
	

	
	県総体
	5（A３位）
	2
	

	
	インターハイ
	
	
	

	
	夏山合同合宿
	1
	
	

	
	中国大会予選
	3（B３位）
	3（E１位）
	

	
	中国大会
	2
	3（B６位）
	

	
	地区新人大会
	3
	3
	

	
	県新人大会
	3
	3
	

	
	４０周年記念登山
	3
	3
	

	
	
	

	今年度の活動報告及び近況報告
	毎月1回以上の登山を心がけている。大会があるときにはそれでよしにしたり，下見を兼ねてよりたくさん山へ行ったりと不定期ではあるが，ともかく月に一度以上は行っている。

今年は新1年生から男子4名，女子2名の入部があり，前年度600%アップの入部実績である。畑中が早速パワーズに連れて行き，靴と雨具を安価（と言ってもそれなりするのだが）に購入させた。高価な品を購入することで，簡単にやめさせないための大事な工夫である。この雨具は早速広島地区大会（恐羅漢山・十方山一帯）にて役立つことになる。ここ10年くらい顧問をしているが，この時期に雪が降るのは見たことが無い。いきなりハードな山行となった。が，前部長のNの盛り上げにより1年生で辞める子どもはいなかった。

県総体は3年生の男子4人でのA隊エントリーである。彼らなりに練習を重ねての挑戦である。結果は3位であったが，86.3点で修道・学院の背中くらいは見えたであろうか。体力差によるものが大きかったが，悔いのない戦いであった。

1年生の3名がクライミングジムCEROで岳連の指導の元で活動を始める。1年生の新部長Kは何をやるにも積極的で将来が楽しみである。

夏山合宿（8/7～8/12、長野県北アルプス　穂高連峰・上高地一帯）には畑中とKの2名が参加した。天候には恵まれなかったが雄大な山の中でワンランク上の登山が見えたのではないだろうか？
3年引退後の中国大会県予選大会（9/5～9/6,廿日市市極楽寺山一帯）には2回の下見を行い大会に臨んだ。男女とも3人ながらB・E隊へのエントリーをし，全て自分で行うことになった。先輩のすごさがわかってきたようだ。読図や天気図などに課題はあったものの予選を通過し，山口県寂地山で行われる中国大会出場が決定した。第４９回中国高校登山大会では当日男子の1名が体調不良でリタイアと言うトラブルがあり翻弄されたが，3名チームながら女子が6位（9チーム中）に入賞することができたのは快挙と言える。連日計画書などを遅くまでがんばっていたリーダーのSを中心にがんばってチームとしてのまとまりが見られた。
広島地区新人登山大会では1日目でクライミングを学んだ。自主キャンプをしていると偶然居合わせた顧問の藤井に似た人物によりカヌーの手ほどきを受け，錦川を下り，川デビューを果たした。カヌーで川を下った沈下橋で放置されそこから自分たちだけで公共交通機関で帰ることになる。

１２月月例登山（廿日市市宮島　弥山一帯）では公共交通機関を利用し，宮島口集合とした。久々の大会ではない登山で進路の決まったNも来て楽しく登山できた。

耐寒訓練をかねて１月月例登山（権現山・阿武山）を行った。宿泊は学校である。模擬試験終了後からの活動で，冬の装備のチェックなどを兼ねている。

残すところ，広島県新人登山大会（2/6～2/7比婆山一帯）と春の合同合宿（3/20～21  宮島弥山一帯）となっている。

　顧問でよく話をするのは，子どもたちを自然を通して一人前の大人にすることである。大会も技術向上のためには大変良いのだが，実はのんびりした下見を子どもたちと行くのが楽しみであったりするのだ。

	来年度に向けて！
	来年度は４人パーティーが組めるよう部員獲得に情熱を燃やす。

また、夏休みには南アルプスの3,000メートル級の山々を制覇し、心身共に一回り大きくなる。

各大会においては、優勝を目指し、日々のトレーニングに努める。


